




4 狭さく部対策工事

昭和62 年 完成した豊川狭さく部特殊堤 昭和48 年 豊橋市下地町改修前の豊川右岸狭さく部

下流に見える橋はJR  鉄橋  

吉田大橋下流市街地区 
上段：施工前（昭和30 年代） 

下段：施工後（平成８年） 牛川地区 

牛川地区 

 放水路完成以降、昭和44年、46年と大きな浸水被害を受けたことか

ら、放水路右岸11.8km付近において、古川の内水排除を目的として

昭和51年度(1976年)に設置しました。 

 その後、流域の状況や古川の改修状況に合わせて増設し、平成13年

度(2001年)に完成しました。 

昭和44年８月（台風７号）江島堤防決壊個所 

昭和44 年   災害復旧後の江島堤防   一宮町江島 

現在の破堤箇所の状況 

2 江島破堤／築堤工事

3 古川排水機場(国管理)

 　江島地区での破堤を受けて、改修計画が見直され、豊川本川下流部の河道配分量を見直し、下流部の狭さく部対策に重点

をおく改修としました。豊橋市内の吉田大橋より下流（下流部）の川幅の狭いところ（狭さく部）は、昭和44年度から占

用家屋の移転補償を開始し、特殊堤により、築堤、護岸、根固め等を施工し昭和62年度(1987年)に概成しました。

 

 放水路分流点より下流

の吉田大橋間は、牛川

地区築堤のため、昭和

63年度(1988年)から

用地買収を開始し、平

成14年度(2002年)に

概成しました。 

古川排水機場

 昭和44年(1969年)8月、台風7号により石田地点水

位で計画高水位に迫る出水となり、豊川左岸の旧一宮

町江島の堤防が決壊し、浸水被害が発生しました。 

 　この被害を受けて、速やかに緊急復旧工事を行い、そ

の後、築堤工事を完成させました。

昭和51年6月　第1期工事完成(排水量2.0㎥/s)
昭和63年8月　第2期工事完成(排水量2.0㎥/s)
平成13年3月 第3期工事完成(排水量2.0㎥/s) 集水区域 551ha 総排水量 6.0 ㎥/s



6 環境整備事業

5 支川間川の改修工事

7 豊川流況総合改善事業

豊川本川合流部から上流部（改修後）の間川航空写真 間川の改修概成下流部より上流を望む 
間川の改修位置図 

流況総合改善事業前
年間290日程度は、大野頭首工か

らの放流がなく、瀬切れや流れのな

い区間が存在しました。 

流況総合改善事業後 
事業実施により年間の半分程度は流 

量が増加し、早瀬の出現、瀬切れの解 

消等が確認され、アカザやカジカを

始めとした多様な底生魚類が生息

するようになり、回遊魚も継続して確

認されています。

実施後    

環境護岸整備の実施例（豊橋市今橋地区）

実施前 

再生前
平成29 年9月 

再生したヨシ原 

施工した干潟の様子再生干潟の場所

 愛知県において管理されていた間川は、昭和41年度より下流部を直轄区

間とし、河道の付替を主とする改修工事を進め、昭和63年度に本川合流

部を除き概成しました。

 

  

環境護岸 豊川下流部・河口部自然再生 
　河川環境の保全、創出を目的として、親水性、景観

性、生態系保全を配慮した環境護岸工事を昭和58年度

(1983年)より、豊川右岸の清須地区、下地地区、左岸

の船町地区、今橋地区、牛川地区、江島地区において進

め、平成５年度(1993年)に完成しました。

 　豊川流況総合改善事業により、寒狭川堰下流及び大野頭首工下流の流水の正常な機能の維持と増進を図っています(平成

4年度(1992年)着手、平成14年度事業完了)。現在建設中の設楽ダムとあいまって、寒狭川において寒狭川堰下流へ

3.3㎥/sを流した余水の最大1.3㎥/sと寒狭川貯留水を利用し、導水により宇連川の大野頭首工から寒狭川合流点の流況

を改善(最大1.3㎥/s)するとともに、牟呂松原頭首工直下地点における流況を改善します。

大野頭首工 大野頭首工 大野頭首工下流の改善効果

流況改善事業後 

流況改善区間 

寒狭川導水路 

豊川用水 

寒狭川堰 

大野頭首工 

寒狭川 宇連川 

取水制限  
3.3m3/s 

取水制限 1.3m 3 /s 

※取水制限の（   ）は豊川用水事業のみの条件 

牟呂松原頭首工 

取水制限 5m3/s（2m3/s） 

寒狭川堰の貯留水を利用し、 
豊川の流況を改善する。 

（0m3/s） 

寒狭川の余水及び寒狭川堰貯留水 
を導水し、最大 1.3m3/s の流量
を 確保し、流況を改善する。

 豊川にはかつてヨシ原や干潟がありましたが、昭和40

年代からの開発行為により減少しました。 

 豊かな自然のある豊川、そしてより良い三河湾につなげ

るために、平成13年度からかつてのヨシ原や干潟を再生

する取組を行っています。  





平成 30 年9月30日～10月1日 洪水における豊川放水路整備効果の概要

豊川放水路

放水路

豊川本川

氾濫危険水位（7.1m）

放水路が無かった場合の水位7.2m

実績水位5.7m

氾濫氾濫注意水位注意水位（4.7m）

放水路により約1.5m水位を低下

記載の数値は平成30年10月4日時点での試算値であり、今後変更の可能性があります。
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４霞合計：約346ha（推定）から約46ha（実績）に低減

豊川放水路が無かった場合（推定）

現況（実績）
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４霞合計：約112戸（推定）から０戸（実績）に解消

豊川放水路が無かった場合（推定）

現況（実績）
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各霞における浸水面積（ha） 各霞地区における浸水家屋数（戸）

豊川放水路の分流の様子 　　　　　　　　　　　　　　 当古地点の水位

豊川水位の状況（当古地点） H30年9月30日～10月1日洪水

３０年11月までに、分流堰のゲート操作を231回(平

均４.2回/年、最大年8回)実施し、中下流域の洪水被害

軽減に大きく貢献しています。  

 平成第1位の規模となった平成23年(2011年)9月

洪水において、石田地点での流量が約4,000㎥/sと

なり、放水路で最大1,750㎥/sを分派しました。仮

に放水路が整備されていない場合として、分流堰下流

本川の下条橋(11.4km)付近で水位を比較すると、約

2.7m低下させていたと推測されます。  

 また、平成30年(2018年)9月末に発生した洪水は

平成第2位の規模になり、同様に整備効果を試算して

みると、豊橋当古地点で約1.5mの水位を低下させて

いたと推定されます。  

 引き続き、放水路施設の機能を維持管理し、洪水時

の分派操作を適確に行い、洪水被害の軽減を図ってい
きます。

 

豊川放水路が昭和４０年7月に完成して以来、平成

豊川放水路による洪水被害軽減
豊川放水路分流堰



豊川洪水被害の減災に向けて 





◆危機管理型ハード対策 
 

 

社会経済被害の最小化を目指した主な取組 

 越水等が発生した場合でも決壊までの時間を少し
でも引き延ばすよう堤防構造を工夫する対策の推進 

◆タイムラインの作成 
  

◆洪水を河道内で安全に流す対策 

① 霞堤地区における小堤設置に向けた取組み       ② 堤防整備           ③ 河道掘削              
④ 設楽ダムの建設          ⑤ 河川管理施設の適切な維持管理  

◆水防活動の強化 
 

  

水防訓練 

①
 
実働訓練の実施

 
②

 
河川管理者等と水防団等

 

 
の情報共有

 
③ 水防活動の担い手の確保対策

 
④

 
堤防道路と主要道路との接続

 

◆排水計画・復旧計画の検討 
 ① 排水計画の検討 

 ② 堤防決壊シミュレーションの実施 

 ③ 堤防道路と主要道路との接続 

 ④災害時及び災害復旧に対する支援 

 
  

堤防決壊シミュレーション 

◆流域住民と協働した河川の治水機能等の保全の取組 
① 住民の活動支援方法の検討 
② 流域住民への働きかけ  

伐木の希望者への無料配布 

豊橋市竜巻被害ブルーシート提供 

◆河川防災ステーション及び防災拠点等の検討 
① 河川防災ステーション及び防災拠点 

 の検討 

② 堤防道路と主要道路との接続 

豊川防災センター 

堤防天端の補修状況 

◆堤防の強化 
護岸整備、浸透対策の実施 

ドレーン工 

コンクリート 
ブロック工 

張芝 

堤脚水路 浸透対策の実施例（牛川地区） 

タイムラインのイメージ（国土交通省HPより） 

設楽ダムの建設 
○計画内容 

 ＜洪水調節＞ 

  設楽ダムの建設される地点における計画高水流量毎秒1,490m3  

  のうち、毎秒1,250m3の洪水調節を行う。 

 ＜流水の正常な機能の維持＞ 

  下流の既得用水の補給等流水の正常な機能の維持と増進を図る。 

 ＜かんがい＞ 

  愛知県東三河地域の農地約17,200haに対するかんがい用水 

 として、新たに毎秒0.339m3（年平均）の取水を可能とする。 

 ＜水道＞ 

  愛知県東三河地域の水道用水として、新たに毎秒0.179m3 

 の取水を可能とする。 

 

豊川放水路分流堰 耐震工事の様子 
設楽ダム完成予想図 

河川管理施設の適切な維持管理 

堤防・護岸 点検の様子 

形   式 重力式コンクリートダム 

堤   高 約129m 

流 域 面 積 約62km
2 

湛 水 面 積 約3km
2 

総 貯 水 容 量 9,800万m
3 

洪水調節容量 1,900万m
3 

洪水を安全に流すためのハード対策 

浸透対策 パイピング対策 
実施区間延長 

（ 重 複 無 し ） 
5.2km 5.2km 

浸透対策の断面イメージ図 

天端の保護※ 
実施区間延長 

（ 重 複 無 し ） 
1.0km 

※堤防天端をアスファルト等で保護し、法肩部の
崩壊の進行を遅らせることにより、決壊の時間を
少しでも延ばします。 

 避難勧告の発令に着手し、国・県・市が連携した
タイムラインの作成 

断面イメージ図 



～地域の安全・安心と発展を支える～

二葉の霞堤締切着手






